食料班の活動マニュアル

○　担当（当初）
	食料班長
	川東自主防災会会長
	○○　○○

	副班長
	川東自治会副会長
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○　主な活動内容
A　備蓄食料の配給 
B　食事ニーズの把握
C　食料・飲料水の調達・管理・配給
D　炊き出し

【作成・管理する主な様式】
□　物品供給要請書
□　物品受払い簿




	避難所開設準備



□　備蓄の食料を確認する
　　　・　備蓄物資一覧　・・・　参考資料
　　　・　備蓄庫の場所　・・・　体育館ステージ


	避難所開設



□　運営本部の指示に従い、備蓄の食料や飲料水を配給する。
・　情報班と連携して、避難者カードの情報から配給人数を確認する。
・　運営本部の指示により、食料や水を避難者及び地域の被災者に配給する。
	【ポイント】公平・平等の原則が通用しないことを、地域住民に周知する
・　大規模災害時には、公平・平等の原則が通用しない場合もあることを、平常時から住民に周知し、理解を得ておく。
・　数量が不足する場合は、子ども、妊産婦、高齢者・要配慮者に優先的に配給する。




	避難所運営



□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

□　食事ニーズの把握
・　食事へ要望があれば、物品供給要請書に記載すべき品名・数量等を、提出してもらう。
・　要請書は、避難者には居住班単位で、避難所外の被災者は世帯単位で作成する。

□　食料・飲料水の調達
・　必要な食料を、物品供給要請書を使って、情報班を通じて市災害対策本部に要請する。

□　食料・飲料水の在庫管理
・　在庫は、物品受払い簿を使って、管理する。
・　食料は、消費期限・賞味期限を確認し、可能な限り適切な方法で保管する。

□　食料・飲料水の配給
・　食料や飲料水の配給は、原則、避難者記録簿や物資供給要請書の情報に基づいて行う。
・　一時避難所や被災した自宅に留まる避難所外の被災者にも、同様に配給する。
・　避難者には、原則、居住班単位で食料の配給を行う。
・　避難所外の被災者には、原則、世帯の代表者に避難所に受取りに来てもらう。
・　避難所に受取りに来られない地域の要配慮者などへの配給は、次の方法によって行う。
→　民生委員や自治会の役員に渡し、届けてもらう
→　ボランティアが入ってきたら、ボランティアに届けてもらう
・　配給ルールや配給時間・場所については、情報班と連携し、確実な情報伝達を行う。
※　「食料・物資などの配給ルール」を屋内外の掲示板に掲示する。
	【食料・飲料水の配給】
時間　：　原則 朝（午前 ７ ）時ごろ、昼（午後 12 ）時ごろ、夕（午前 ６ ）時ごろ
場所　：　（ 配膳室前 ）



□　炊き出しの指導
・　炊き出しの際は避難者に声をかけ、避難者全員で協力して行う。
・　炊き出しは男性や高齢者、中高生でも協力が可能なので、一部の女性などに負担が偏らないようにする。
・　避難所の衛生環境が安定してきたら、居住班単位での当番制による炊き出しの運用を行う。
・　炊き出し場や調理の際の衛生管理を徹底する。

□　多様な食事の提供
・　避難の長期化に伴い、食へのニーズも多様化するため、可能な限りそれに対応する。
・　可能な限り多様なメニューや栄養バランスへの配慮、適温食の提供に努める。
・　栄養相談が必要な方がいる場合は、保健班を経由して保健師チームにつなげる。
・　必要に応じて、ボランティアや外部からの支援による炊き出し、栄養士によるメニューの例示などを、市災害対策本部に要請する。

□　要配慮者への食事の配慮
・　管理班、情報班、要配慮者支援班と連携し、食物アレルギーや食事制限のある避難者を早急に把握し、可能な限り対応する。
	※　高齢者には温かい食事や柔らかい食事、乳幼児には粉ミルクや離乳食、食物アレルギーの人には除去食、難病患者や人工透析患者等には個別の食事制限に応じた食事、外国人には宗教や慣習等への配慮など。


・　食物アレルギーの方の誤飲誤食防止のため、本人同意のもと、周囲の人に分かる工夫を行う。また献立（原材料）表示を行う。
	【ポイント】食事は生命に関わることを認識する
・食事への配慮や対応がなければ生命を維持できない人がいることを、避難者全員が認識し、協力する。




	避難所解消



□　避難所の円滑な閉鎖に向けて、運営本部の指示のもと、閉鎖準備を行う。
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